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船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと

「老いぬればさらぬ別れのありといへばいよいよ見まくほしき君かな」

人は誰しも年老います。

年老いて最期を迎えるときに、今までの人生で築き上げた一番大切なもの「家族・家庭」と別れること

は、とてもとても悲しいことです。

高齢者が要介護状態になっても、住み慣れた地域内で自分らしい生活を可能な限り最期まで送れるよ

うにサポートを行うためには、既存の介護職のみではどうしてもマンパワーが不足します。

当然この問題には人口構成・高齢化率など地域差があります。各々の市町村が中心となり地域の実

情に合わせて最適化して、地域の力と多職種でカバーして医療・介護・予防・生活支援を一体的に供

給しようという仕組みが地域包括ケアシステムです。

その実現のためには、介護職や医療関係者などの多職種が連携していく必要があり、地域包括支援

センターやケアマネジャーがそのための仲介役として重要な役割を果たします。

在宅医療連携拠点である船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーとは、地域包括支援センターや居宅介

護事業所への助言や支援、医療機関への退院・調整の支援を行うことにより、医療・介護の協働のハ

ブとなるべく設立されました。

我々医療サイドから見た在宅医療の問題点は、個人開業医の１人の医師が24時間365日対応するの

がすこぶる困難という点です。機能強化型の在支診・病院は体制構築が可能ですが、強化型は看取り

などの要件が厳しいというのが現状です。さらに後方ベッドの確保を含め多職種が連携できる体制の

構築が、地域包括ケアシステムにおける在宅医療に必要不可欠なのです。

ふなぽーとには、この多職種連携の体制構築という困難なタスクの達成が期待されています。

「世の中にさらぬ別れのなくもがな千代もといのる人の子のため」

船橋市医師会は、船橋市における地域包括ケアシステムの構築に積極的に関与することを通じて、一

番大切なもの「家族・家庭と過ごす時間」を守ってきたいと考えています。

今後とも船橋市医師会と船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーとを、宜しくお願い申し上げます。

船橋市医師会副会長 高澤 努

新春に寄せて



〒273-8506 船橋市北本町１－１６－５５
船橋市保健福祉センター１階

TEL： ０４７－４０９－１７３６
FAX： ０４７－４０９－１９１２
Mai l： info@funabashi-zaitaku.com
H P ： http://www/funaport.com/

運営時間 平日午前９時 ～ 午後５時
（土日祝・年末年始はお休み）

★お気軽にお問い合わせください。

一般社団法人船橋市医師会受託事業

船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと

市民公開講座を開催します

＜日時＞平成３1年２月１６日（土）

午後２時～午後４時３０分（午後１時３０分開場）

＜会場＞船橋市宮本公民館 （船橋市本宮本６-１８-１）

＜定員＞２５０名（市内在住・在勤・在学の方）

＜参加費＞無料

本年もよろしく
お願い申し上げます。

担当者一同

在宅医療支援拠点ふなぽーと 総括者だより
訪問看護認定看護師 佐々木 ゆかり

着任のご挨拶

今月よりふなぽーとに新しく着任いたしました。在宅分野では訪問看護師として15年、退院支援
看護師として4年、地域で活動してまいりました。
これまでの経験を活かし、市民の方の相談はもちろんですが、専門職の方々が担当している
医療依存度の高いケースや困難事例等も一緒に考えさせていたただけたらと思っております。
超高齢社会を迎え、複数の疾患を抱えている方も多くいらっしゃいます。

医療の選択肢も多くなり複雑化を実感しています。
意思決定を重視し主体的に疾患と向き合えるような支援を心がけています。
地域のみなさまと、さらに「ふなぽーと」が成長できます
ようにこれからがんばります！ どうぞよろしくお願いいたします！

趣味はフラダンス、動物好き、
音楽好き、旅行好き、

美味しいものが好きです
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